
　【研究上の特記事項】

生成と強磁場の出現に関する研究（研究代表者・奈良大学教授中川寿夫）」研究分担

相』のアレンジ。

　【教育上の特記事項】

奈良教育大学教育学部非常勤講師（前期：物質科学のための数学Ⅱ、後期：原子物理

学）

　【社会的活動】

研究会「熱場の研究会とその応用」世話人。

パソコン入門講座講師、EXCEL入門講座講師。

　【学内活動】（学内職歴を含む）

情報処理センター併任。

ネットワーク委員、情報処理センター運営委員、ホームページ委員、図書館委員、

紀要編集実行委員。教養部企画委員。

競技スキー部顧問。

　　平成１８年　４月２６日

有限温度・有限密度における場の量子論の研究
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平成17～18年度科学研究費基盤研究C「高密度クォーク物質中での強磁性相の自発的

者。　同研究のワークショップ『高密度クォーク物質中での強磁性相とカラー超伝導
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（学術論文）

2 有限温度における
反応比率のコンパク
トな表式

1 Thirring模型の温
度密度依存性 －微分
結合模型による解析
－

1 Dyson-Schwinger
方程式を用いた熱QED
のゲージ依存性の解
析

（学会発表）

2 Dyson-Schwinger方
程式を用いた熱QEDの
ゲージ依存性の解析

1 Dyson-Schwinger方
程式を用いた熱QEDの
ゲージ依存性の解析

（その他）
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日本物理学会第61回
年次大会

過去のThirring模型の熱力学ポ
テンシャルの計算間違いに付随
して温度グリーン関数の解に間
違いがあるかどうかを再検討
し、過去の解が正しいことを確
認した。

反応確率をダイアグラマチック
に計算する処方による複数のパ
ラメータによる級数がコンパク
トな表式にかけることが予想さ
れているが、厳密な証明がな
かった。本論文では、この表式
が厳密に正しいことを証明し
た。

硬熱ループ近似Dyson-Schwinger
方程式を用いて熱QEDの相構造を
調べた。Ladder近似では強い
ゲージ依存性を持つこと、パラ
メータをエネルギー・運動量に
依存させることでWard恒等式を
満たす解が期待されることを報
告した。

硬熱ループ近似Dyson-Schwinger
方程式を用いて熱QEDの相構造を
調べた。Ladder近似ではLandau
ゲージでの解析は正しくなく、
強いゲージ依存性を持つことを
報告した。
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